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＜報告 2＞

アクティブ・ラーニング型授業による 
藤沢清流高校での組織的な授業改善

小島昭彦
神奈川県立藤沢清流高等学校総括教諭

皆様，こんにちは。
神奈川県立藤沢清流高校の小島昭彦と申します。本校は，今年開校 6年目を迎える全日
制普通科の単位制公立高校で，神奈川県から「確かな学力向上推進・研究推進校」に指定
されています。

2000年度に過去最多の 166校だった神奈川県立高校は，その後再編・統合を繰り返し，
現在では計 142校になっています。本校は 2010年 4月，2つの高校が 1つに再編・統合
されて誕生しました。
本日は，本校が行っているアクティブ・ラーニング型授業について，大きく三つのこと
をお話したいと思います。一つ目は，本校におけるアクティブ・ラーニング型授業が組織
的な取り組みに至るまでの経緯。二つ目は，「確かな学力向上推進・研究推進校」として，
アクティブ・ラーニングにどのように取り組んでいるか。三つ目は，見えてきた成果と新
たな課題です。
本校でアクティブ・ラーニング型授業を始めようと声を挙げたのは，実はこの私です。
私は，今から 9年ほど前，教職歴が 20年目に差しかかった頃から，自分の授業がマンネ
リ化して行き詰まりを感じるようになりました。それを打開しようといくつもの研究会に
出席する中で出会ったのが，アクティブ・ラーニング型授業でした。
本校では 90分授業を行っていますが，集中力を保てない生徒が少なくないことに，私

は以前から課題を感じていました。その改善策としてアクティブ・ラーニング型授業が
きっと役立つだろうと，早速自分で実践してみました。取り組み始めた当初は，グループ
学習をしさえすればアクティブ・ラーニングになると思っていたのですが，「グループ学
習をただ行うだけではダメである」ということが次第に分かってきましたから，試行錯誤
を重ねて自分なりの形を作っていったのです。その過程で，同僚と一緒に組織的に取り組
めば，学校全体の力が高まるのではないかと思い至りました。そこで，会議に諮って神奈
川県に計画の申請書を提出したところ，2013年度にアクティブ・ラーニングについての
「確かな学力向上推進・研究推進校」に指定されたのです。
本校が研究指定を受けた当初は「アクティブ・ラーニング型授業って何？」と言う教師
教員が県内にも大勢いましたが，現在では教員の関心が高まり，アクティブ・ラーニング
型授業をテーマに研究会を行うと瞬く間に参加希望者が集まるようになってきています。
アクティブ・ラーニング型授業が広く浸透しつつあると感じます。
本校では，アクティブ・ラーニング型授業の仕方を統一せず，教員の自由にしています。
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これが，組織的な取り組みに成長した要因の 1つだと考えます。教員 1人ひとりが自分の
持ち味を発揮し，工夫を凝らしながら実践していけるからです。互いの実践を見学したり
意見を交換したりすることから新たな気づきが生まれ，自らの実践を改善するという良い
サイクルが校内ででき上がりつつあります。
では教員個人としては，どのようにアクティブ・ラーニング型授業を行っていけばよい
でしょうか。ポイントを四つ挙げてみましょう。1つ目は，アクティブ・ラーニング型授
業をなぜ行うのか，生徒にきちんと理解させることです。私はこれを非常に大切なことだ
と思っていますから，アクティブ・ラーニング型授業の意義を毎回の授業で繰り返し伝え
ています。間違っても構わないということは，特に重点を置いて説明しています。この授
業はどういう場かといえば，「安全・安心の場」だよと。何度もそう呼び掛けることで，「間
違えることは恥ずかしいことだ」という生徒の意識が変わっていき，「間違えることが授
業に貢献していることになるんだ」「グループの学びを深めることに繋がるんだ」という気
持ちが教室に浸透していきます。そうした状態になってはじめて，グループでの学習が深
まるようになると，私は考えています。また，ペア・グループ学習の目標，そのための留
意点，そしてクラス全体が一つのチームだということをどの生徒にも伝えたく，ご覧いた
だいているスライドに示しているように教室の黒板に掲示しています。
教員個人がアクティブ・ラーニング型授業を行う上でのポイントの 2つ目は，授業のデ

ザインです。例えば，協同学習を行うにあたり，各グループに課題を配りますが，その課
題をどの程度のレベルに設定するかは教員によって異なるでしょう。課題の効果が上がる
ようレベルを設定するのは簡単ではありませんが，じっくり腰を据えて取り組むと，いい
アクティブ・ラーニング型授業ができることを，最近実感できるようになりました。
ポイントの 3つ目は，グループ分けです。本日の講演でも何度か言及されていますが，
仲良しグループをつくらせるのではなく，将来社会へ出たときのことを考え，あまり親し
くない友だちとも協働して学習活動に取り組めるよう，くじ引きによるグループ分けを
行っています。さらに，私は自分の担当教科である英語の授業で，生徒を 4人のグループ
に分けています。グループ内の特定の生徒に作業の負担が集中しないよう，たとえば「1
番」の生徒はリーダー，「2番」の生徒は記録係，「3番」の生徒はタイムキーパー，「4番」
の生徒は偵察係というように，4人に 1人ずつ毎回異なる係を分担させています。
教員が教え過ぎないことが大切であると，先ほど安西先生が基調講演でおっしゃってい
ました。私も，グループワークの最中は生徒からの質問にはほとんど答えず，生徒同士で
教え合い，学び合う関係をつくらせています。ただ，もちろん，質問した生徒を無視する
わけではありません。「それはどうしたら分かりますか？」「どこを調べれば載っています
か？」と，質問に対して質問で返すようにしています。
ポイントの 4つ目は，振り返りです。グループで互いに協力できたか，次の時間どんな
活動を心がけたいかなどをグル－プ内で毎回振り返り，その内容をシートに書きます。
シートは私が回収し，チェックしてから，生徒に返却します。
研究成果の検証法についてもお話ししましょう。本校では研究指定を受けてから現在ま
での 3年間，アクティブ・ラーニング型授業による生徒と教員両方への影響を見取ってい
ます。
大学の先生方はお聞きになったことがあると思いますが，社会で求められる汎用的な能



‒     ‒38

力，ジェネリックスキルを測る「PROGテスト」という大学生向けのテストがあります。
最近は，「PROGテスト」を高校生向けにつくり直したテストが開発され，本校でもその
導入を考えています。
生徒には，日頃の授業に対する評価を年 2回，各科目で自由に書かせています。アク
ティブ・ラーニング型授業の取り組みの当初は，「楽しい」「アクティブ・ラーニング型授
業になって，あっという間に授業が終わる」「集中力がついた」といった意見が多かったの
ですが，次第に「チームで協力することが面白くなった」「責任というものを感じるように
なって，みんなで協力しあって新しいものを作る喜びが出てきた」という意見が増えてき
ました。生徒の意見が変わっていくのを見て，私は「学びへの意欲が高まってきているの
かな」と思いました。実際，生徒が授業中に「ああ，そういうことか！」と口に出すことも
あります。私はそれを聞くと，大きな喜びを感じます。一方，アクティブ・ラーニング型
授業における問題点を指摘されることもあります。
教員に対するアンケート調査でも，「授業が活性化するようになった」といった肯定的
な意見が多くある一方で，「授業が進まない」「授業進行の妨げになる」という声があるこ
とも事実です。指摘された点については，教員の校内研修等で論議し，解決を図るように
しています。
以上，本校での実践をお話ししました。ご清聴ありがとうございました。
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